
Public Relations KOSA
March 2014 12

❖
血
圧
は
、
常
に
変
動
し
ま
す

　血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ

た
血
液
が
血
管
の
壁
（
血
管
壁
）
の
内

側
に
与
え
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
心
臓

が
収
縮
す
る
と
き
に
血
管
壁
に
か
か
る

圧
力
（
収
縮
期
血
圧
）
と
、
拡
張
す
る

と
き
に
か
か
る
圧
力
（
拡
張
期
血
圧
）

が
あ
り
、一
般
に
、収
縮
期
血
圧
は
「
上

の
血
圧
」、拡
張
期
血
圧
は「
下
の
血
圧
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　血
圧
は
、
１
日
の
中
で
も
食
事
や
睡

眠
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
常
に
変
動
し
て

い
ま
す
。
血
圧
を
調
整
し
て
い
る
の
は

自
律
神
経
で
、
交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
か
ら
な
り
ま
す
。
活
動
性
の
高
い
と

き
は
、
交
感
神
経
が
働
い
て
心
拍
数
が

増
す
た
め
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
安
静

時
に
は
副
交
感
神
経
が
働
き
、
心
拍
数

が
減
っ
て
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

❖
血
圧
を
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う

　高
血
圧
症
は
、
血
圧
が
基
準
値
よ
り

高
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
場
合
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
頭
痛
や
肩
凝
り
、
目
ま
い
な
ど
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　高
血
圧
症
が
続
く
と
、
動
脈
硬
化
が

進
み
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ

く
）、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
腎
臓
病
な

ど
の
病
気
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

　高
血
圧
症
の
約
９
割
は
、
原
因
不
明

の
本
態
性
高
血
圧
症
で
す
。
し
か
し
、

何
ら
か
の
遺
伝
的
体
質
に
食
塩
過
剰
摂

取
、
肥
満
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
多
飲
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
環
境
の
影
響
に

よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
※�

至
適
（
し
て
き
）
血
圧
…
脳
梗
塞
や

心
臓
病
、
腎
臓
病
と
い
っ
た
障
害
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
理
想
的
な
血
圧

　　一
般
に
、
家
庭
で
血
圧
を
測
る
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
測
る
た
め
、
値

が
低
く
出
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
で

測
る
「
診
察
室
血
圧
」
と
家
庭
で
測
る

「
家
庭
血
圧
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
下
表

の
降
圧
目
標
血
圧
が
あ
り
ま
す
。

●
正
し
い
家
庭
血
圧
の
測
り
方

1
い
す
な
ど
に
座
る
。

2 
付
属
の
圧
迫
帯
を
や
や
き
つ
め
（
指

１
本
入
る
く
ら
い
）に
上
腕
に
巻
く
。

3 
上
腕
を
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
載
せ
、
圧

迫
帯
が
心
臓
と
同
じ
高
さ
に
な
る
よ

う
に
し
て
測
る
。

●
測
る
と
き
の
注
意
点

・
朝
は
、
起
床
か
ら
１
時
間
以
内
の
食

　前
に
測
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
ト
イ
レ
は
測
定
前
に
済
ま
せ
て
お
く
。

・�

初
め
て
測
る
と
き
は
両
腕
で
測
り
、

次
回
か
ら
は
高
い
値
の
出
た
腕
で
測
る
。

・�

な
る
べ
く
２
回
は
測
り
、
記
録
を
残

し
て
お
く
。

・�

食
事
や
運
動
、
喫
煙
な
ど
の
後
に
測

る
場
合
は
、
30
分
以
上
時
間
を
置
く
。

　健
康
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
は
自
分

自
身
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
血
圧
測

定
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　４
月
に
、
健
診
希
望
調
査
票
を
配
布

予
定
で
す
。
自
分
の
体
の
状
態
を
見
直

す
た
め
に
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
の
鍵
を
握
る
の
は
自
分
自
身

ま
ず
は
血
圧
を
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

血圧 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診断などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

さまざまな病気の原因となる高血

圧症。高血圧症の９割は、はっき

りした原因が分からない本態性高

血圧症と呼ばれるものですが、遺

伝や生活習慣の影響が関係してい

ると言われています。血圧測定を

して、生活習慣を見直しましょう。

今月の「あゆみだより」は

古閑 裕子 保健師 

分類
収縮期血圧
（ｍｍＨｇ）

拡張期血圧
（ｍｍＨｇ）

至適血圧 120未満 かつ 80未満

正常血圧 130未満 かつ 85未満

正常高値血圧 130～139 または 85～89

Ⅰ度高血圧 140～159 または 90～99

Ⅱ度高血圧 160～179 または 100

Ⅲ度高血圧 180以上 または 110

収縮期高血圧 140以上 かつ 90未満

若者・

中年者

高齢者
（65歳以上）

糖尿病・慢

性腎臓病・

心筋梗塞後

患者

脳血管
障害患者

診察室血圧
（ｍｍＨｇ）

収縮期 130未満 140未満 130未満 140未満

拡張期 85未満 90未満 80未満 90未満

家庭血圧
（ｍｍＨｇ）

収縮期 125未満 135未満 125未満 135未満

拡張期 80未満 85未満 75未満 85未満

【成人における血圧値の分類】

【成人における降圧目標血圧】

（参考）日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン」2009

（参考）日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン」2009
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